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１．平成２５年度の調査結果

農林水産省から、本年度に実施したウメ輪紋ウイルス（以下、「ＰＰＶ」という。）の発

生調査（防除区域調査、広域調査）の結果等を報告した。

専門家から、調査の詳細を確認する質問が出された。

２．感染植物等の伐採基準の強化

農林水産省から、ＰＰＶが潜伏感染している植物が他の地域に移動し、感染が拡大する

ことを防止するため、感染地域において、感染植物から一定の範囲にあり、苗木等の移動

を前提に生産されている植物を伐採する方針（伐採基準の強化）について説明を行った。

専門家から、感染植物の移動による感染拡大に対する対策として、科学的な見地から考

えれば、必要な措置であるとの考えが示された。

３．緊急防除の防除区域の指定

農林水産省から、感染植物が確認された地域について、広範囲に自然感染が認められる

場合は、植物防疫法に基づく緊急防除の防除区域に指定する方針について説明を行った。

専門家から、早期根絶を目指すため、防除区域に指定することにより、移動規制や感染

植物等の伐採を進めることが必要であるとともに、地域住民の意識を高めることにもつな

がるとの考えが示された。

４．移動制限対象植物の見直し

農林水産省から、現在、防除区域外への移動が規制されているソメイヨシノやヤマザク

ラなどの観賞用サクラを移動制限の対象から除くことについて、根拠となる調査結果を示

して説明を行った。

専門家から、当省提出の調査結果から、サクラを除くことは妥当との考えが示される一

方で、今後の研究成果にも注意して、常に規制対象とする植物の種類の妥当性を検証する

必要があるとの指摘があった。

５．今後の調査方針

農林水産省から、全国の主要な果樹生産地域、苗生産地域などがＰＰＶに感染していな

いことを確保するため、全国調査の強化を検討することについて説明した。

専門家から、当省の方針について理解が示された。

６．対策検討会で得られた意見の取扱い

農林水産省は、対策検討会で得られた専門家の意見を踏まえ、最終的な対応方針を決定

し、「プラムポックスウイルスの緊急防除に関する省令（平成22年農林水産省令第４号）」

の改正等を行うこととしている。
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